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好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
い
つ
か
は
一
人
に
戻
り
ま

す
。 

超
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
一
人
で

暮
ら
す
期
間
が
長
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

一
人
で
生
き
て
い
て
も
「
社
会
と

つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
安
心
感

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
ど
う

し
た
ら
い
い
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

男
性
の
場
合
特
に
、
定
年
後
誰
か

と
接
続
す
る
機
会
が
減
り
ま
す
。 

従
来
の
〝
所
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
〟
と
は
別
に
〝
接
続
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〟
に
目

を
向
け
な
い
と
、
と
研
究
者
が
語
っ

て
い
ま
す
。 

か
つ
て
は
、
地
域
や
職
場
、
家
族

と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
安
全

な
場
所
で
し
た
。 

        

今
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
崩
壊

の
危
機
に
あ
り
、
職
場
も
終
身
雇
用

の
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

所
属
す
れ
ば
安
心
と
い
う
保
証
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、
接
続
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

例
え
ば
、
読
書
会
等
の
趣
味
サ
ー

ク
ル
。  

誰
か
と
接
続
で
き
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

安
心
な
「
居
場
所
」
を
求
め
る
だ

け
で
な
く
、
接
続
点
を
持
ち
、
自
分

自
身
の
「
出
場
所
」
を
作
っ
て
い
く
。 

そ
こ
で
誰
か
と
協
力
し
た
り
、
喜

び
を
共
有
す
る
中
で
、
結
果
的
に
居

場
所
が
生
ま
れ
た
り
、
社
会
と
つ
な

が
っ
て
い
る
、
安
心
感
が
得
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

接
続
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
単
発

で
の
関
り
で
も
い
い
。 

継
続
性
す

ら
な
く
て
も
い
い
。 

そ
の
代
わ
り
、
な
る
べ
く
た
く
さ

ん
の
接
点
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
し

い
で
す
。 

出
場
所
が
あ
る
と
出
て
い
く
と
い

う
行
動
が
必
要
に
な
り
、
気
持
ち
が

前
向
き
に
な
り
ま
す
。 

町
内
会
で
は
、
会
員
と
の
接
続
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。 

多
様
な
接
続
の
仕
方
を
検
討
し
て

い
ま
す
が
皆
様
か
ら
の
提
案
を
お

願
い
し
ま
す
。 
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防
犯
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
て
き
て
、
こ

の
ご
ろ
は
、
各
種
犯
罪
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。 

近
隣
四
市
で
は
、
東
京
に
接
し
て

い
る
街
に
か
か
わ
ら
ず
犯
罪
が
少

な
い
ほ
う
で
し
た
。 

令
和
４
年
度
の
統
計
に
よ
る
と
埼

玉
県
７２
市
町
村
の
中
で
、
志
木
市

（
１５
位
）
朝
霞
市
（
１９
位
）
和
光

市
（
２３
位
）
新
座
市(

３９
位
）
と

い
う
少
な
さ
で
し
た
が
、
下
記
表
の

よ
う
に
令
和
３
年
か
ら
判
る
よ
う

に
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

                             

 
 

                            

特
に
今
年
は
、
志
木
市
が
４
市
の

中
で
最
も
犯
罪
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。 

犯
罪
を
減
ら
し
、
よ
り
良
い
街
づ

く
り
の
為
に
は
、
そ
の
実
態
を
知
り
、

町
民
の
活
動
に
よ
り
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

上
記
表
に
よ
り
ま
す
と
、
自
転
車

の
窃
盗
が
非
常
に
増
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

当
町
内
会
に
お
い
て
も
10
月
22

日
に
行
わ
れ
た
川
辺
の
清
掃
作
業

の
時
に
会
長
さ
ん
が
、
２
班
付
近
の

側
溝
脇
に
放
置
さ
れ
て
い
た
自
転

車
を
処
分
し
た
と
こ
ろ
、
後
日
警
察

官
が
会
長
宅
を
訪
れ
、
処
分
し
た
自

転
車
が
盗
難
車
で
あ
っ
た
こ
と
を

告
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

町
内
で
不
審
な
放
置
自
転
車
を
見

か
け
た
と
き
は
、
会
長
か
副
会
長
、

も
し
く
は
防
犯
部
長
の
ど
な
た
か

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
自
転
車
盗
の
多
く
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
駐
輪
場
や
個
人
宅
で
起

き
て
お
り
、
そ
の
半
数
以
上
は
無
施

錠
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

自
転
車
の
施
錠
を
心
が
け
る
こ
と

が
被
害
を
防
ぐ
方
法
に
な
り
ま
す
。 

親と子の市内まるごとクリーン作戦 

PART2（10/22） 

 

２班付近の側溝脇に放置されていた自転車 

近隣4市犯罪認知件数推移

前年対比 増減率 前年対比
認知件数 推計人口 犯罪率 順位 認知件数 推計人口 犯罪率 順位 (認知件数） (認知件数） (犯罪率）

志木市 302 75,378 4.0 60 327 75,250 4.3 58 25 8.3% 0.3
朝霞市 600 144,147 4.2 54 653 142,009 4.6 54 53 8.8% 0.4
和光市 345 83,982 4.1 55 392 82,994 4.7 50 47 13.6% 0.6
新座市 863 164,707 5.2 30 874 165,541 5.3 34 11 1.3% 0.1

前年対比 増減率 前年対比
認知件数 推計人口 犯罪率 順位 認知件数 推計人口 犯罪率 順位 (認知件数） (認知件数） (犯罪率）

志木市 229 75,250 3.0 58 299 75,349 4.0 51 70 30.6% 1.0
朝霞市 477 142,009 3.4 51 577 142,379 4.1 46 100 21.0% 0.7
和光市 294 82,994 3.5 45 328 83,374 3.9 54 34 11.6% 0.4
新座市 649 165,541 3.9 32 659 165,405 4.0 50 10 1.5% 0.1

市区町村
令和３年度 確定値 令和4年度　確定値

市区町村
令和4年度 1～9月末 令和５年度 1～9月末

朝霞警察署管内の刑法犯認知件数（概数）

区　　分
令和５年

10月
令和４年

10月
増減数 増減率

令和５年
1～10月

令和４年
1～10月

増減数 増減率

刑法犯認知件数 146 件 136 件 10 件 7.4% 1368 件 1140 件 228 件 20.0%

侵入盗 2 件 4 件 -2 件 -50.0% 58 件 43 件 15 件 34.9%

自動車盗 - - - - 18 件 6 件 12 件 200.0%

オートバイ盗 3 件 6 件 -3 件 -50.0% 27 件 29 件 -2 件 -6.9%

自転車盗 38 件 38 件 0 件 - 366 件 286 件 80 件 28.0%

ひったくり - - - - 1 件 3 件 -2 件 -66.7%

置引き 2 件 2 件 0 件 - 13 件 17 件 -4 件 -23.5%

車上ねらい 1 件 4 件 -3 件 -75.0% 29 件 26 件 3 件 11.5%

部品ねらい 8 件 2 件 6 件 300.0% 110 件 35 件 75 件 214.3%

自動販売機ねらい - - 0 件 - 2 件 1 件 1 件 100.0%

万引き 19 件 15 件 4 件 26.7% 129 件 144 件 -15 件 -10.4%

非潜入窃盗その他 16 件 15 件 1 件 6.7% 101 件 100 件 1 件 1.0%

内
　
　
訳
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直
近
の
志
木
市
内
犯
罪
情
報 

１
．
11
月
10
日
（
金
）
志
木
市
犯
罪

情
報
（
不
審
者
） 

志
木
市
上
宗
岡
一
丁
目
地
内
の
路
上

で
、
小
学
生
男
児
ら
が
自
転
車
に
乗
っ

た
男
に
「
不
審
者
通
る
よ
。
」
等
と
声

を
か
け
ら
れ
た
と
の
情
報
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

男
の
特
徴
は
、
年
齢
50
代
～
60
代
、

上
衣
灰
色
パ
ー
カ
ー
、
下
衣
紺
色
ハ
ー

フ
パ
ン
ツ
、
黒
色
自
転
車
を
利
用
。 

２
．
１１
月
７
日
（
火
）
志
木
市
犯
罪

情
報
（
不
審
者
） 

志
木
市
中
宗
岡
三
丁
目
地
内
の
路
上

で
、
小
学
生
男
児
が
自
転
車
に
乗
っ
た

男
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
向
け
ら
れ

た
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

男
の
特
徴
は
、
年
齢
30
代
～
40
代
、

体
格
太
め
、
頭
髪
黒
髪
坊
主
頭
、
上
衣

紫
色
長
袖
、
下
衣
ジ
ー
パ
ン
、
黒
色
自

転
車
を
利
用
。 

３
．
11
月
３
日
（
金
）
志
木
市
犯
罪

情
報
（
詐
欺
電
話
） 

市
役
所
職
員
を
装
う
も
の
か
ら
「
医

療
費
の
還
付
金
の
関
係
で
電
話
し
ま

し
た
」
な
ど
の
詐
欺
電
話
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。 

犯
人
は
こ
の
あ
と
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
て
、
電
話
で
指
示

し
な
が
ら
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う

と
す
る
ほ
か
、
銀
行
員
を
装
う
も
の
が

訪
問
し
、
カ
ー
ド
な
ど
を
新
し
く
す
る

と
い
い
、
暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙
し
と
ろ
う
と

し
て
き
ま
す
。 

４
．
11
月
１
日
（
水
）
志
木
市
犯
罪

情
報
（
詐
欺
電
話
） 

親
族
を
装
う
者
か
ら
「
携
帯
電
話
を

な
く
し
た
。
」
な
ど
の
オ
レ
オ
レ
詐
欺

の
電
話
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

５
．
10
月
29
日
（
日
）
志
木
市
犯
罪

情
報
（
詐
欺
電
話
） 

親
族
を
装
う
者
か
ら
「
風
邪
を
ひ
い

て
声
が
変
わ
っ
た
。
」
な
ど
の
オ
レ
オ

レ
詐
欺
の
電
話
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。 

【
不
審
者
情
報
（
注
意
喚
起
）
】 

１
２
月
１
４
日
午
後2

時4
0

分
頃
、
柏
町1
丁
目

地
内
に
お
い
て
、
下
校
中
の
児
童
が
下
半
身
を
露
出

し
て
い
る
不
審
人
物
（
男
性
）
を
見
か
け
た
と
い
う

情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

男
の
特
徴
は
、
髪
は
白
髪
ま
じ
り
、
黒
か
紺
色
の
ジ

ャ
ン
パ
ー
、
濃
い
青
色
の
ジ
ー
ン
ズ
、
ネ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
マ
ー
を
着
用
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。 

  

        

 

１０
月
２５
日
（
水
）
に
朝
霞
市
民

会
館
に
お
い
て
、
朝
霞
市
長
、
志
木

市
長
、
和
光
市
長
、
朝
霞
警
察
署
長
、

三
市
の
防
犯
責
任
者
が
参
列
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

               

防
犯
講
話
や
地
域
防
犯
推
進
委
員

委
嘱
状
授
与
、
受
賞
団
体
に
対
す
る

感
謝
状
授
与
が
行
わ
れ
、
私
た
ち
の

柳
瀬
川
町
内
会
も
竹
前
会
長
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

                       

富岡勝則 朝霞市長から柳瀬川町内会の

地域安全活動推進に対し感謝状が贈ら

れました。 感謝状は町内会館に飾ってあります。 

志
木
市
に
お
い
て
、
街
灯
と
防

犯
灯
の
設
置
や
管
理
は
、
設
置
目

的
や
管
理
主
体
に
よ
っ
て
区
分

け
さ
れ
て
い
ま
す
。 

防
犯
灯
は
、

犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
の
環
境

整
備
の
一
環
と
し
て
、
歩
行
者
用

照
明
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
す
。 

防
犯
灯
の
設
置
・
管
理
に
つ
い

て
は
、
町
内
会
が
行
っ
て
お
り
、

町
内
会
が
設
置
・
管
理
す
る
防
犯

灯
の
費
用
を
市
が
一
部
補
助
し

て
い
ま
す
。 

一
方
、
街
灯
は
夜

間
に
道
路
を
照
ら
す
た
め
に
設

置
さ
れ
ま
す
。 

街
灯
の
設
置
・
管
理
に
つ
い
て

は
市
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

防犯灯と街灯は 
何がどう違うの？ 

志木市の治安情報の事件種別分布 
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令
和
５
年
度
志
木
市 

防
犯
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

１１
月
６
日
（
月
）
志
木
駅
東
口
駅

前
広
場
（
マ
ル
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
志
木

前
）
に
お
い
て
、
志
木
市
長
、
朝
霞

警
察
署
長
、
防
犯
担
当
の
県
議
会
議

員
が
参
列
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 「
犯
罪
に
強
い
ま
ち
志
木
」
に
向
け

て
、
全
市
的
な
防
犯
意
識
の
向
上
を

図
る
た
め
、
防
犯
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
防
犯
啓
発
セ
レ
モ
ニ
ー 

２
防
犯
啓
発
ポ
ス
タ
ー
原
画
採
用

者
表
彰
式 

３
防
犯
啓
発
物
資
の
配
布 

４
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
出
発
式 

竹
前
隊
長
の
挨
拶
と
号
令
に
よ
り

各
町
内
に
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。 

 

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊 

市
内
に
は
38
の
町
内
会
が
あ
り
、

す
べ
て
の
町
内
会
に
自
主
防
犯
パ 

                          

ト
ロ
ー
ル
隊
が
設
置
さ
れ
、
総
勢
約

800
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
安 

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
各
町
内
会
が
見
回
り
活
動
を

す
る
曜
日
・
時
間
帯
を
決
め
、
徒
歩

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
中
心
に
行

っ
て
い
ま
す
。 

警
察
と
は
違
い
「
間
接
的
」
だ
か

ら
効
果
が
弱
い
…
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
の
見
守
り
や
あ
い
さ
つ
、
健
全

な
声
か
け
を
通
し
て
、
悪
意
や
犯
意

を
も
つ
者
に
と
っ
て
は
居
心
地
が

悪
い
環
境
を
、
地
域
の
人
々
や
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
見
守
ら
れ
る

こ
と
で
安
心
感
を
得
る
よ
う
な
環

境
を
生
み
出
す
力
が
あ
り
ま
す
。 

見
守
り
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
の
中 

             

で
「
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
合
え
る

防
犯
」
は
、
日
本
な
ら
で
は
の
地
域

が
育
ん
だ
安
全
文
化
と
も
い
え
ま

す
。 

市
内
の
子
ど
も
へ
の
声
か
け
事
案

は
、
令
和
４
年
と
比
較
す
る
と
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
保

護
者
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
警
察
や

行
政
が
連
携
を
深
め
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
見
守
っ
て
い
く
体
制
が
必

要
で
す
。 

                  

『
防
犯
啓
発
ポ
ス
タ
ー
原
画
』 

採
用
者
表
彰
式
の
様
子 

『竹前隊長の号令』で各町内の自主防犯パトロールの開始！ 

柳瀬川町内会 自主防犯パトロール隊 

各自、自由な時間に回り、町内会地域外、土手

沿いを主に巡回しています 
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8/26納涼会 10/22 親と子のクリーン作戦 2+町内会館の大掃除 11/11 芋煮会＆BBQ 
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現
在
、
県
内
で
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
・咽
頭
結
膜

熱
（
プ
ー
ル
熱
）
の
流
行

警
報
を
発
令
中
で
す
。 

感
染
予
防
に
よ
り
一

層
注
意
し
ま
し
ょ
う
。  

ま
た
、
咽
頭
結
膜
熱
は
、

夏
に
プ
ー
ル
の
水
を
介

し
て
流
行
す
る
こ
と
が

多
く
プ
ー
ル
熱
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。 

冬
で
も
流
行
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
９
月
頃
か
ら

報
告
数
が
増
え
て
き
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
例
年
よ
り
早
く
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
数
年
、
コ

ロ
ナ
以
外
の
感
染
症
が
流
行
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

コ
ロ
ナ
の
五
類
移
行
後
、
免
疫

力
が
低
下
し
た
今
の
時
期
に
感

染
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
「
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
洗

い
の
励
行
、
適
度

な
湿
度
の
保
持
、

十
分
な
休
養
と

バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
」
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。 

「親と子のクリーン作戦 PART2」終了後、町内会館の大掃除が行われました。 役員の皆さんお疲れ様でした。 

防災備品の 

カセットコンロが大活躍 
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市民の足として活用されて

きたふれあい号♪ 

令和 6 年 3 月 30 日(土)

までの運行予定です。 
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 蝋
梅
は
、
中
国
原
産
の
落
葉
低
木

で
、
高
さ
は
２
～
４
ｍ
ほ
ど
で
す
。 

別
名
の
唐
梅
（
カ
ラ
ウ
メ
）
と
も
呼

ば
れ
、
そ
の
名
の
通
り
中
国
原
産
の

樹
木
で
す
。 

今
の
時
期
か
ら
２
月

く
ら
い
ま
で
、
よ
い
香
り
の
す
る
花

を
咲
か
せ
ま
す
。 

日
本
に
蝋
梅
が

入
っ
て
き
た
の
は
江
戸
時
代
頃
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
雪
中
四
友
（
せ
っ
ち
ゅ
う

し
ゆ
う
）
と
呼
ば
れ
る
雪
の
中
で
咲

く
４
つ
の
花
の
ひ
と
つ
で
す
。 

名
前
の
由
来
は
、
中
国
名
「
蝋
梅

（
ラ
ー
メ
イ
）
」
を
日
本
語
読
み
し

た
も
の
で
花
の
色
や
光
沢
が
蜜
蝋

（
み
つ
ろ
う
）
を
連
想
さ
せ
る
か
ら
、

臘
月
（
陰
暦
の
１２
月)

に
花
が
咲
く

か
ら
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

英
名
で
は
”W

inter
 
s
weet

”
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

花
言
葉
は
「
慈
愛
」
で
親
が
子
を

い
つ
く
し
む
よ
う
な
深
い
愛
情
を

意
味
し
ま
す
。 

昔
か
ら
庭
木
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま
す
。 

所
沢
航
空

公
園
の
蝋
梅
園
は
「
彩
翔
亭
」
の
東

側
に
あ
り
ま
す
。 

西
武
新
宿
線

「
航
空
公
園
駅
」
か
ら
歩
く
と
、
橋

を
渡
っ
て
右
手
奥
方
面
に
な
り
ま

す
。 

東
西
に
約
６０
メ
ー
ト
ル
、
南

北
２０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
蝋
梅
園

に
、
全
部
で
約
100
本
の
蝋
梅
が
あ

り
ま
す
。 

           

   

  

あ
る
朝
、
会
社
に
向
か
う
途
中
、
ふ
と
横

を
見
る
と
新
座
イ
オ
ン
に
『
閉
店
売
尽
し
』

と
い
う
垂
幕
が
…
。 

過
去
に
はSATY

や

ニ
チ
イ
と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
ね
。
子
供
が
小
さ
い
頃
は
音
楽
教
室
に

通
っ
て
い
た
こ
と
も
…
。
古
い
店
が
な
く

な
る
こ
と
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
す
が
…
。 

新
し
く
防
災
関
連
の
情
報
が
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
た
町
内
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広

報
の
カ
ラ
ー
版
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
Ｍ
） 

 

今
年
の
７
月
で
75
才
に
な
り
、
後
期
高

齢
者
の
く
く
り
に
入
り
ま
し
た
。 

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
医
療
費
は1

割
負

担
に
な
り
ま
し
た
が
、
後
期
高
齢
者
保
険

料
を
別
途
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
成

程
高
齢
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う

い
う
事
か
と
納
得
し
ま
し
た
。 

体
は
健

や
か
に
、
心
は
穏
や
か
に
、
頭
は
ク
リ
ア

に
…
っ
て
な
か
な
か
難
し
い
事
で
は
あ
り

ま
す
が
、
日
々
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い

ま
す
。 

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
ヘ
。 

復
活
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
多
少
の

緊
張
感
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
き
た
い
と

お
も
い
ま
す
。
来
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
Ｔ
） 

今
年
も
早
い
も
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

新
年
を
迎
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
、
以
前
は
都
心
の
ほ
う
の
有
名
な
神

社
仏
閣
に
初
詣
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
数
年
は
、
地
元
の
敷
島
神
社
に
初
詣

に
行
っ
た
後
、
田
子
山
富
士
塚
登
山
を
し
、

富
士
山
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
天
候
に
恵
ま
れ

ず
、
い
ま
だ
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。 

来
年
こ
そ
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
富
士
山
の

雄
大
な
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。       

 
 
 
 
 
 
 

 (

Ｙ) 

               
  

広
報
や
な
せ
が
わ 

第
五
八
号 

 

編
集 

柳
瀬
川
町
内
会 

広
報
部 

部
長 

宮
川 

憲
一 

委
員 

竹
前 

恵
美
子 

委
員 

結
川 

 

一
義 

蝋梅（ロウバイ）って、どんな花？ 

（写真は所沢航空公園の蝋梅園） 


